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終 Tすると非可逆性で,硬質性と柔軟性を合わ

せ持つ装具材料となる｡臨床面では,樹脂硬化

用光源として,曝露表面の照度が12,000ルクス

のインバータ蛍光灯を用いた｡この装具製作 ヒ

優れた特質として,予め光硬化性樹脂液を含ま

せたチューブ状伸縮性基布を,対象となる手 ･

指部に装着 し直接採型 ･硬化することができる

点にある｡

臨床応用として,慢件関節リュウマナ,手根

管症候群,関節症,弾発指,外傷後変形などを

持つ36症例に,手関節用装具,指用装具計108

個を作製 し対象部位に装着 した｡装具装着期間

は,平均 3カ月であった｡全症例において,対

象とした装着部位の固定 ･安静が獲得でき,消

炎や除痛など良好な治療成績が得 られた｡ ま

た,このうち6症例では,従来から使用されて

いるプラスチック材料で作製 した装具を装着

し,装着感を比較した｡光硬化性樹脂装具の方

がより薄 く軽量で,軽度の吸湿性,通気性を有

しているため患者の評判は良好であった｡

従来の装具材料と比較 して,光硬化性樹脂を

材料とした装具は局所の安静を保ちつつ日常生

活を継続でき,また,装着部位の外観を余 り損

なうことなく患者の装具装着率を向上させ,治

療効果をもたらした｡

6.DNA を用いたメチシリン耐性黄色ブ ドウ

球菌 (MRSA)の迅速検出法
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ポリメラーゼチェインリアクション (PCR)

法は,サンプルが微量ですむため DNA診断に

数多く用いられている√〕今回は,院内感染が問

題となっている MRSA を対象に,その薬剤耐

性機構に関与するペニシリン結合性 タンパク質

(Pl∃P-2′)をコー ドするmecA遺伝子の迅速検

出について,EnZymaticDetection-PCR (ED-

pcR:日本ロシュ社製)法を用いて検討 したO

また,現在開発 中であ るIIlterCa)ati(m Moni-

toring-PCR (IM-PCR)法による同遺伝子の検

出も併せて試み,ED-PCR 法の結果 と比較検

討した｡

ED-PCR 法は,2樺の標識プライマーを用

いて PCR を行い,マイクロプレー ト上での酵

素反応によって得られる吸光度の上昇から,臼

的DNAであるmecA遺伝子を検出するもので

ある｡本法を実施 した黄色ブ ドウ球菌52株のう

ち,陽性24株,陰性22株の結果は,オキサシリ

ンによる薬剤感受性試験結果と一致 した｡本法

で陽性であったにもかかわらず薬剤感受性を示

した5株は PBP-2′の発現に関して誘導型と考

えられたo 一万,本法で陰性と判定された耐件

菌 1株の ED-PCR産物はアガロース電気泳動

によって mecA遺伝子を認めたが,その増幅

量は微少であった｡この株は,DNA の抽出条

件の検討から,他称に比べて非常に溶菌されに

くいことが明らかになった｡

lMIP(二R法は,色素が l)NAの2本鎖に挿入

されたとき,特定の波長の光によって蛍光を発

する性質を利用 したもので,リアルタイムに目

的 DNAの増幅を知ることができる特徴をもっ

ている｡本法による結果は,ED-PCR 法の結

果と完全に 一致 した｡検出までに婁する時間は

約1.5時間であり,EI)-PCR法をはじめとする

他法に比べて極めて迅速であった｡

PCRによる MRSAの判定法は,溶菌条件な

ど幾つか検討する余地を残すものの,検日の迅

速性,特異性の点から有効な方法 と考えられ

る｡中で も,1MIPCR 法は,反応終了を待た

ずに判定できることから,感染症の迅速診断に

大きく寄与することが期待できるt,
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